




























































文法・語彙に注意を向けること自体について Nation はその重要性を否定しない．この立場は Form-





























































































語習得研究の知見によれば個人差はありながら会話力の習得には 2 年から 4 年かかり，さらにアカ










ラムを実施した．結果的にこの制度を利用して NZ に 6 名，オーストラリアに 2 名，カナダとフィリ

























































































ントテストを 2016 年より TOEIC IP テストに変更することとした．これによって最低でも年 1 回の
TOEIC IP テストが必修となり，学習の成果を縦断的に分析することが可能になる．また，観光英
語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは観光英検の 3 級，2 級，1 級の合格を目指すための講義，総合英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは英検
2 級，準 1 級，および 1 級を目指すための講義，実践英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは TOEIC600 点，700 点，800
点を目指すための講義として開設し，このうち観光英語Ⅰまたは総合英語Ⅰのどちらかと実践英語Ⅰ
を必修と定めた．さらに 2 年次から 3 年次への進学の要件として最低でも観光英検 3 級・英検 2 級・








定された学生に履修を勧める Bridge English という科目内でおこなった．英語運能力が本学科学生
の平均以下であると考えられるこれらの学生が一定の学習をへたのちに新カリキュラムで進学要件と
なる資格を取得できることが確認できれば来年度以降のこうした要件の設定にも不安を持つ必要はな
くなると考えたからである．結果として，2015 年度前期に Bridge English に登録した 26 名の学生
のうち 11 名が 6 月に実施された観光英検において 3 級を取得した．また，その際に合格に至らなかっ
た 15 名のうち 5 名が 10 月の観光英検で 3 級取得を達成した．この 2 回目の受験でも不合格だった
ものの中には後わずかというところまで迫っていたものも 4 名おり，また 3 名は後期受験できなかっ
たため，結果として合格ラインにはるかに及ばなかったものは 3 名で，全体の 11.5％だった．新カ
リキュラムでは観光英検Ⅰで合格に及ばなかったものは後期の英語特別演習Ⅱ（単位認定なし）を履
修することになっており，そこで不合格だったものについては次年度さらに 2 回のチャンスが与えら





































できる参照枠 CEFR（Common European Framework of Reference for Languages）を策定している．






か考えさせる一助としたい．また，CEFR を補完するために構築された ELP（European Language 
Portfolio）を本学に合う形に改定し，HBEL として策定することを提案する．これは，Language 
passport, Language biography, up-to-date dossier の 3 つからなるものである．このうち一つ目の
language passport とは，学生本人の学習達成度について（CEFR に準拠する形などで）定期的に記
録していくもので，二つ目の language biography とは，留学経験を含む学生本人の言語学習履歴に関









 1） これら 3 つの基本理念は，受験生向けの広報においてはそれぞれ 1）英語で学ぶ，2）主役
は学生，3）将来に直結，という形で説明されているものである．







 4） EU では社会として多言語を使っているものを多言語主義，個人の中に複数の言語能力の育成
を目指すものを複言語主義と読んで区別している．
 5） 「話す」の領域はさらに interaction と presentation の 2 領域に分かれている．
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The Theoretical Backgrounds of the New Curriculum at the Department of 
International Language Studies and an Examination of Pilot Case Studies
SANO Aiko
Abstract: It has been pointed out that what the department of International Language Studies is offering to 
our students may not reflect their needs. With such an understanding, “The curriculum reformation committee” 
was set up in October 2014 in order to find a better way of serving our students’ needs. Through an extensive 
discussion at the committee, it was agreed that the department should pursue the development of human 
resources that can function well in the rapidly internationalising society as its primary mission. The new 
curriculum was negotiated under that vision, and was then approved at the general faculty meeting in October 
2015. In the present paper, the theoretical frameworks that formulated the new curriculum will be explored 
thoroughly, and the pilot case studies of experimental classes and various preparations that were conducted this 
year will be examined. The suggestions for further improvements in the various aspects of the new curriculum 
and its implementation will be discussed.
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